
実正オリジナル原料
・美白成分

コメヌカ超臨界CO2エキス
（表示名称：コメヌカエキス）

―驚異的な美白効果 ―

【特徴】

・シミのもとになるメラニンが約１6％ に減少 !!
メラニンを作る細胞（メラニン産生細胞）を培養してコメヌカ超臨界CO2エキス を加え
ると、シミの原因であるメラニンが約16％ に減少しました。この数字は、数ある美
白物質の中でも極めて強い部類の、驚異的な効果を示しています。

・外原規コメヌカエキスやコウジ酸を大きく上回る美白効果
当社が超臨界二酸化炭素で抽出した、コメヌカ超臨界CO2エキス の美白効果は、
やはり美白作用を持つと報告されているの外原規コメヌカエキスや、医薬部外品の
美白主剤であるコウジ酸を有意に上回ることが明らかになりました。

※この研究成果の一部は、第44回日本香粧品学会（2019年）において発表されまし
た。

【超臨界抽出法について】

アルコールや熱水等に植物などの成分を溶かし出しエキスを採る従来の抽出法に
対し、超臨界流体という状態の物質（二酸化炭素等）に成分を溶かし出す、最新の抽
出法です。

同じ植物からでも、従来の抽出法とは異なる成分組成のエキスが採れるので、まっ
たく違った効能効果が現れたり、同じ効能効果であっても強さが変わってきたりします。

また、安全性や環境への優しさからも注目されています。

【コメヌカについて】

米を精白する際に除かれる皮の部分で、栄養価が高く、糠床などに利用されます。

コメヌカはγ－オリザノールという美白効果のある化合物が持っていますが、この物

質は水に溶けにくく、外原規コメヌカエキスよりも、油溶性の性質を持つコメヌカ超臨

界CO2エキスの方により含有されやすいと考えられます。



コメヌカ超臨界CO2エキスの美白試験例

①培養中のメラニン産生細胞を使った美白効果試験

②細胞のメラニン量を測定して美白効果を数値化

③コウジ酸（医薬部外品の美白主剤）との美白効果の比較

上記①のメラニン産生細胞をそれぞ
れ集め、メラニン量を測定しました
（左のグラフ）。

その結果、コメヌカ超臨界CO2エキ
スはメラニン量を約16％に減らして
いました 。

この数値は、コメヌカ超臨界CO2エ

キスが美白物質の中でも極めて効
果の強い部類に入ることを示してい
ます。

*：対照に対し統計的に意味のあ
る差

メラニンを作る細胞（メラニン産生細胞）
は、シャーレで培養することができます。

対照（何も添加しない）の細胞を顕微鏡
で観察すると、メラニンを多く持つものは
真っ黒く見えます（写真左）。シミ ができ

ている皮膚の内部には、こういう細胞が
集まっているのです。

メラニン産生細胞（対照；エキス無添加）
黒い細胞はメラニンを多く持つ

コメヌカ超臨界CO2エキスを0.01％添加
メラニンを多く持つ細胞が激減

（写真の横線は100µm）

コメヌカ超臨界CO2エキスを加えると、黒い細胞が激減 しました（写真右）。実際にシミができている皮膚
でも、同じ効果が得られると考えられます。

医薬部外品の美白主剤であ
るコウジ酸とコメヌカ超臨界
CO2エキスを、それぞれ0.01％

でメラニン産生細胞に加えま
した。

その結果、メラニン減少効果
はコメヌカ超臨界CO2エキスの
方が有意に上回っていること
が分かりました 。

**：対照に対し統計的に
意味のある差

†：試料間で統計的に意味
のある差



④外原規適合コメヌカエキスとの美白効果の比較
水抽出したコメヌカエキスは医
薬部外品原料規格（外原規）に
適合し、美白作用があると報告
されています。

このコメヌカエキスとコメヌカ超
臨界 CO2エキスをそれぞれ
0.01％でメラニン産生細胞に加

えると、メラニン減少効果はコメ
ヌカ超臨界CO2エキスの方が大
きく上回っている という結果が
得られました。

*, **：対照に対し統計的に意
味のある差

†：試料間で統計的に意味のあ
る差

ｚ

⑤コメヌカ油との美白効果の比較
コメヌカ超臨界CO2エキスは油

性であるため、同じ材料から
採ったコメヌカ油と美白効果を
比較しました。
コメヌカ油とコメヌカ超臨界CO2

エキスをそれぞれ0.01％でメラ

ニン産生細胞に加えると、メラ
ニン減少効果はコメヌカ超臨界
CO2エキスの方が大きく上回っ
ている という結果が得られまし
た。

**：対照に対し統計的に意味
のある差

†：試料間で統計的に意味のあ
る差

⑥コメヌカ超臨界CO2エキスの美白作用のメカニズム

コメヌカは、美白作用のある数種類の化合物を含有していることが、すでに知られています。
そのような化合物のうち、γ－オリザノール という物質がコメヌカ超臨界CO2エキス中に多く多く存在すること
を、私たちは明らかにしました。
それに対し、水抽出したコメヌカエキスからはγ-オリザノールは検出されず、またコメヌカ油からはγ-オリザ
ノールがわずかな量しか検出されませんでした。
このγ－オリザノール を多量に持っていることが、コメヌカ超臨界CO2エキスの高い美白効果の理由 の１つ
であると考えられます。
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